
消費者施策の実施状況について

資料２‐１



特定商取引法等の適正運用 景品表示法の表示指導

消費者

消費生活相談窓口
消費者庁ほか

県民活動生活課
県消費生活センター

事業者

不適正な取引行為による
消費者被害の相談

連鎖販売取引(マルチ商法)・
訪問販売・通信販売など

情報提供

優良誤認表示・有利誤認表示

消費者庁・近畿経済産業局・他府県と協力・
連携し、情報収集・調査を行っている。

事業者聴取
立入検査

事前調査
消費者聴取

現地調査 事前調査

啓発

関係課と連携し
事業者向け講座を開催

Ⅰ 安全・安心な消費生活の確保 消費者取引の適正化
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（１）消費者月間講演会の開催
・特定非営利活動法人消費者ネット・しが との共催により、講演会を実施
令和３年度の講演テーマ

『コロナ禍を乗り越えるかしこい消費とつながりづくり～持続的な未来を築くために～』

（２）消費生活フェスタの開催
・市町、県警、消費者団体等と連携し開催。

・コロナ禍に対応し、ビバシティ彦根でパネル展示を実施。

・消費生活フェスタの関連事業として、「消費生活パネルキャラバン」と称し、県内12市町の施設を巡回

してパネルを展示。

・県民から消費生活川柳の募集。

口車 乗ったらアカン 火の車

【令和３年度「消費生活川柳」最優秀賞】
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 消費生活情報の発信
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 消費生活情報の発信

消費者の特性に配慮した消費生活情報の発信。
・広報誌「くらしのかわら版」を年４回発行。各市町消費生活相談窓口・社会福祉協議会・警察署
に配付。
・しらしがメール・LINEやTwitterを用いたタイムリーな情報発信。

しらしがメールくらしのかわら版



（１）消費者庁作成の教材を活用した授業
・消費者庁作成の教材「社会への扉」を活用した授業を、主に高校１、２年生の家庭科で実施。

高等学校段階までに、契約に関する基本的な考え方や契約に伴う責任を理解するとともに、身近な契約

等を通じて、社会において消費者として主体的に判断し、責任をもって行動できる能力を育むことを目的とし

ている。

4（制作・著作 消費者庁 令和２年１月作成）

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 成年年齢引下げを見据えた取組



①若年者への消費者教育推進事業
若年者向けに啓発チラシを作成し、県内すべての高等学校・大学等に配付。

➁消費者啓発事業
成年年齢引下げの啓発マスクの作成、配付。
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 成年年齢引下げを見据えた取組

（２）若年者を対象とした情報発信・啓発
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 成年年齢引下げを見据えた取組

（２）若年者を対象とした情報発信・啓発

④啓発資料等の作成、配付
企業（スーパーやコンビニエンスストア）や学校（大学、高等学校など）、
公共施設（図書館など）に啓発ステッカーを配付

③若者向け啓発事業
クリアファイルを作成し、県内全高校３年生、大学生等に配付
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 成年年齢引下げを見据えた取組

⑤「あまーい誘いにご用心！」（近畿府県共同作成）を高等学校や成人式で配付、出前講座でも活用。

（２）若年者を対象とした情報発信・啓発
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 成年年齢引下げを見据えた取組

➅広報誌に成年年齢引下げにかかる啓発記事を掲載

滋賀プラスワン
（令和４年３・４月号）

（２）若年者を対象とした情報発信・啓発



（３）家庭における消費者教育の支援
①保護者向け啓発チラシの作成・配付（令和３年３月）
県教育委員会・県立高等学校・弁護士および金融広報アドバイザーと検討会を開催。
啓発チラシを作成し、県内すべての高等学校等に配付。
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 成年年齢引下げを見据えた取組
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 成年年齢引下げを見据えた取組

②保護者向け情報誌に成年年齢引下げにかかる啓発記事を掲載

保護者向け情報誌「教育しが」
（令和４年10月号）

（３）家庭における消費者教育の支援



①高等学校等教員向け啓発チラシの作成・配付（令和２年３月）

・保護者向け啓発チラシの作成と同様に検討会を開催し、作成。

県内すべての高等学校等に配付。
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 成年年齢引下げを見据えた取組

（４）消費者教育を推進する教員への支援

➁高等学校等教員向けオンライン研修の開催（令和３年度～）

・生徒の消費者被害未然防止に向け、教育現場に支援を行った。

・令和4年度は全教職員対象、全６回開催し、２つのコースに分けて開催

（基礎コース）契約に関する基礎知識の取得など

（金融教育コース）具体的な高校生向けの金銭教育（ライフプラン、家計

管理）など
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県政モニターアンケート（抜粋）

【問】成年年齢引下げを知っていましたか？

令和４年９月実施

令和３年７月実施

大幅増
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県政モニターアンケート（抜粋）

【問】未成年者取消権を知っていましたか？

令和４年９月実施

令和３年７月実施

大幅増



（１）高齢者に向けた消費生活情報啓発協定事業（平成28年度～）
・生活協同組合コープしが、しが健康医療生活協同組合との協定に基づき、高齢者向けに啓発チラシ、
啓発カレンダーを作成・配付し、消費者被害の未然防止に取り組んだ。
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 高齢者を対象とした情報発信・啓発



（２）消費者トラブルに関する情報発信・啓発
・最新の消費者トラブルの状況に応じて、啓発チラシを作成・配付し、消費者被害の未然防止に取り組んだ。
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 高齢者を対象とした情報発信・啓発



（２）消費者トラブルに関する情報発信・啓発
・最新の消費者トラブルの状況に応じて、啓発チラシを作成・配付し、消費者被害の未然防止に取り組んだ。
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Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援
Ⅲ 消費者被害の防止と救済 高齢者を対象とした情報発信・啓発



（１）啓発冊子の作成
・エシカル消費にかかる県独自の啓発冊子を関係団体等と連携し作成、県内の高等学校等に配付。
・啓発冊子データは県HPに掲載。エシカル消費の具体的な行動等を紹介している。

https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kurashi/shouhiseikatsu/322171.html

（滋賀県＞県民の方＞くらし＞消費生活 からアクセスできます）

啓発冊子 ポスター チラシ
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エシカル消費の推進

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援

（２）啓発ポスター、チラシの作成

・ポスターとチラシも作成し、県民にエシカル消費の実践を呼びかけた。



（３）啓発イベントの実施

消費生活フェスタでのパネル展示

18

エシカル消費の推進

Ⅱ 「自ら考え行動する」消費者になるための支援

・令和３年９月11日～26日＠ビバシティ彦根（消費生活フェスタ）
※ブース出展は中止、パネル展示のみとなった。
・令和３年12月18日、19日＠イオンモール草津（草津市主催「草津市地球冷やしたい推進フェア」）


